
目 的

耐病貝を作出するための育種素材として収集した天然

アコヤ貝の養殖特性を調査し，耐病貝の作出に繋げる。

方 法

平成13年度は国内11地区からアコヤ貝を採集して第

一世代を生産し，平成14年度には４地区分を追加して

生産を行った（表１）。本年度は13年度生産貝から第二

世代を生産し，平成14年度生産貝とともに英虞湾で育

成して成長，生残，貝柱の赤変度等を調査した。

結果と考察

（1）平成13年度生産貝

平成13年度に生産した10地区の地方系統貝および12

年度に生産した中国貝等の越冬期間中（平成14年12月

～15年４月）のへい死率と越冬終了時の平均重量を表

２に示した。越冬漁場（古江：尾鷲市賀田湾・塩屋：浜

島町英虞湾）の水温は図１に示すようであり，塩屋では

越冬期間（113日間）の平均水温が11.4℃で，アコヤガ

イの冬眠水温とされる13℃以下が103日であったのに対

して古江の平均水温は14.4℃で，期間中13℃を切るこ

とはなかった。石川貝，尾鷲貝，石垣貝について両漁場

でのへい死率を比較すると，水温の違いを反映して石川

貝と尾鷲貝はともに塩屋でのへい死率が古江より高く，
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表１ 育種素材の採集地

表２ 越冬期間中のへい死率と成長



石垣貝は塩屋では越冬できなかった。成長の面では石川

貝，尾鷲貝は塩屋の1.57～1.52倍であった。石垣貝は前

報に示したように夏季のへい死率が低い貝であったが，

低水温には弱いようであり，中国貝と似た特性を持って

いると考えられた。石川貝と尾鷲貝に石垣貝を交配した

組（No58，No61とNo60，No62）は，同じ産地同士

を交配した組（No57とNo59）より塩屋での越冬期間の

へい死率が高く，交配によって低水温耐性が低下する点

も中国貝と似ており，こうした養殖特性は南方系のアコ

ヤ貝に共通した遺伝的形質であろうと考えられた。

（2）平成14年度生産貝

平成14年度生産貝の飼育結果を表３に示した。下関

貝は生産数が極端に少なく沖出し後の篭内の密度が低か

ったため，他の３地区貝に比べて成長が早かった。しか

し，２年目に入ると差は縮小して11月にはほぼ同じ大

きさになった。４地区の地方系統貝の１年目のへい死率

は12.8～35.2％（平均21.5％）で，同様に管理した浜島

１号（高品質アコヤ貝育成強化事業 Ⅱ参照8.5％）に
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表３ へい死率と成長

図１ 越冬漁場の水温

比べて明らかに大きな値であった。しかし，２年目の本

年度は差がなく，成長，a＊値にも差は認められなかった。

（3）平成15年度生産貝

平成13年度に生産した11地区の地方系統貝を用いて

第二世代の生産を行った。第二世代を生産できたのは８

系統であり，15年11月時点の成長は9.8～14.5ｇでへい

死率は0.0～0.8％であった。


